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産婦人科領域におけるTA-058の 基礎的 ・臨床的検討
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川崎医科大学産婦人科学教室

新規半合成ペニ シ リン剤TA-058の 抗菌力お よび臨床成績について検討 した。

各種 臨床分離株に対す るTA-058の 抗菌力の比較 では,黄 色ブ ドウ球菌についてはSBPCと 同

程度の感受性であ った。グラム陰性菌ではE.coliに 対 しPIPCよ りやや劣 る感受性 を示 し,P.

mirabilisに 対 しては他 のPC剤 中やや優れた成績 を示 した。

産婦 人科領域感染症4例 に1日2g投 与 して,有 効2例,無 効2例 の成績 を得た。

本 剤によると思われ る副作用 は,1例 も認 めなか った。

は じ め に

TA-058は,田 辺製 薬 株 式 会 社 で 開発 され た 新 しい注

射 用 半合 成 ペ ニ シ リン剤 で,グ ラム陰 性 菌 お よび グ ラ ム

陽 性 菌 に有 効 な広 範 囲抗 菌 スペ ク トル を も ち,作 用 は殺

菌 的 で あ る1)。

化学 構 造 式 はFig.1に 示 す 如 く,ア モ キシ シ リン の

側 鎖 にN4-メ チル-D-ア ス パ ラ ギ ン を結 合 させ た もの で

あ る。

Fig. 1 Chemical structure of TA-058

今回,本 剤 につ いて産婦人科領域での細 菌学的 ・臨床

的検討 を行 い,い ささかの知見を得たので,そ の成績に

つ いて報告す る。

1.抗 菌 力

産 婦 人 科性 器 感 染 症 か ら 分 離 し た 教 室 保 存 株 の

S.aureus(50株),E.coli(50株),K.pneumoniae

(50株),P.mirabilis(50株),P.vulgaris(25株),

S.marcescens(50株)(本 菌 の み尿 路 感 染 症 分離 株),

P.aeruginosa(50株)に つ い てTA-058の 抗 菌 力 を

Piperacillin(PIPC),Sulbenicillin(SBPC)お よび

Ampicillin(ABPC)を 対 照 と して比 較 検討 した。

MICの 測 定 は 日本 化 学療 法 学 会 標 準法2)に 従 い寒 天平

板 希 釈 法 で 行 った 。 なお,接 種 菌 量 は い ず れ も108cells

/mlお よび106cells/mlで あ っ た。

各 種 臨 床 分 離株 に対 す る感 受性 分 布 をFig.2～8に 示

した 。

S.aureusに 対す る 本 剤 の 抗 菌 力 のpeakは,108

cells/ml接 種 で は3.13μg/ml,106cells/ml接 種 で は

6.25μg/mlで あ り)本 剤 はSBPCと 同 程 度 で あ り

ABPC,PIPCよ り劣 った 。

E.coliで は,本 剤 の抗 菌 力 は2峰 性 の 分布 を示 し,

108cells/ml接 種 で はpeakは3.13μg/mlと100μg/

ml以 上 の耐 性 株23株 が認 め られ た 。 これ はPIPCよ

りや や 劣 る 成績 で あ り,106cells/mlで は 本 剤 の100

μg/ml以 上 の耐 性 株 が23株 で あ るの に 対 しPIPCは

10株 で あ った 。 ま た,ABPC,SBPCよ りはや や 優 れ

て いた 。

K.pneumoniaeに つ い て は,106cells/ml接 種 で は,

本 剤 はABPCよ りや や 劣 りPIPCが 最 も優 れ てい た 。

P.mirabilisに お い て は,本 剤 の抗 菌 力 のpeakは108

cells/ml接 種 で0.78μg/ml)106cells/ml接 種 で0.39

μg/mlで あ り他剤 に比 べ 本 剤 がや や 優 れ て い たが,106

cells/mlでPIPC,SBPCに100μg/ml以 上 の耐 性株 が

み られ な いの に3株 の耐 性 株 が あ っ た。Indole positive

のP.vulgarisで は106cells/ml接 種 で,PIPC,SBPC,

TA-058の 順 で あ った 。

S.marcescensに 対 してはSBPCと 同 等 で あ った が,

PIPCよ り劣 る成 績 で あ った 。

P.aeruginosaに つ い て も本 剤 の 抗 菌 力 は,PIPCが

最 も優 れ,SBPCよ りや や劣 る成 績 で あ っ た。
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Fig. 2 Sensitivity distribution of clinical isolates 

S. aureus

Fig. 3 Sensitivity distribution of clinical isolates 

E. coli
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Fig. 4 Sensitivity distribution of clinical isolates 

K. pneumoniae

Fig. 5 Sensitivity distribution of clinical isolates 

P. mirabilis
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Fig. 6 Sensitivity distribution of clinical isolates 

P. vulgaris

Fig. 7 Sensitivity distribution of clinical isolates 

S. marcescens
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Fig.8 Sensitivity distribution of clinical iselates

P.aeruginosa

2. 臨床的検討

1) 対象および方法

対象は,昭 和56年8月25日 ～57年1月16日 までに

当科に入院 した 感染症患者4名 で,年 齢分布 は23歳 か

ら72歳 であった。

症例の 内訳 は,子 宮外妊娠術後 の 無症候性細菌尿1

例,腎 盂腎炎の2例,人 工妊娠 中絶後の両側子宮付属器

炎の1例 であった。

投与方法はTA-0581gを1日2回 点滴静注にて投

与,投 与日数は3～10日 で,総 投与量は6～20gで あ

った。一なお,全 症例 に皮内反応試験 による陰性 を確認 し

て投与した。効果判定は起炎菌の消長,臨 床症状 など主

翼自他覚症状の経過 を詳 し く観 察 し,次 の ような判定基

準に従って判定 を行 った。

著効: 主要 自他覚症状が3日 以内に著 しく改善 し,治

癒に至 った場合 。

有効: 主要 自他覚症状 が3日 以内に 改善の 傾 向 を示

し,そ の後治癒 に至 った場合。

無効: 主要 自他覚症状が3日 経過 して も改善 されない

場合。

なお,切 開,手 術 な どの 外科的療法を 併用 した 場合

は,著 効 であって も有効 とした。

2) 臨 床 効 果

婦人科領域におけるTA-058投 与4例 の臨床的成績

をTable 1に 示 した。

症例1は,子 宮外妊娠術後の入院中に定期検査におい

て発見 され た無症候性細菌尿の症例で,尿 よ りKlebsi-

ella sp.が 検 出され,菌 数 は105cells/ml以 上であ っ

た。本剤 を3日 間使用 したが,菌 数が不変だ ったので無

効 と判定 した。

症例2は,巨 大子宮筋腫術 後の急性腎盂腎 炎で,E.

coliが105cells/ml以 上検出 された。

本剤 を4日 間使用 したが,菌 数が不変で症状 の改善 も

み らおなか ったので無効 と判定した。

症例3は,歳 子宮頸癌再発 の腎盂腎炎 で,検 出菌 はP

morganiiお よびC.freundiiで 菌数 はいずれ も105

cells/ml以 上であ った。本剤 を10日 間使用 し,菌 数は

不変 であったが臨床症状の改善がみ られ たので,臨 床効

果を有効 と判定 した。

症例4は,人 工妊娠中絶 後の発熱および下腹部痛 を主

訴 とす る両側付属器炎の症例で,菌 検 出は不能であった

が,本 剤4日 間の 投与で 発熱 および 白血球数が 正常化

し,自 発痛 も消失 したので有効 と判定 した。
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3) 副作用および臨床検査値異常

TA-058に もとつ くと思われ る自他覚症状は認められ

なか つた。また,本 剤投与前後の血液所見(RBC,WB

C,Hb,Ptat),腎 機能(BUN, .S-Cr),肝 機能(GOT,

GPT,Al-P)の 検査 を行っ た(Table 2)。

症例2に おいて,子 官筋〓術 後の腎盂腎炎に本剤1g

1日2回,4日 間点滴蟹与 しSk例で,投 与前のGOT
,

GPTはN常値を 示 していた磯 本剤の投4に よりさら

に悪化 した可能性 も考え られ るが,本 剤 との因果関係は

不明 であ った.

その他については 異常 を示 した 症例は み られなかっ

た。
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考 按 と ま とめ

新規半合成 ペ ニ シ リン剤TA-058に つ い て 産婦 人科

領域での基礎 的 ・臨床 的 検 討 を行 った。

当教室保 存 の 各種 臨 床 分 離株 に 対 す るTA-058の

MICを 測定 した結 果,Saureusに お い て はSBPCと

同程度 であ り,E.coliで はPIPCよ り劣 り,SBPC,

ABPCよ りや や 優れ た 成 績 で あ った。K.pneumoniae

に関 してはABPCよ りや や劣 って い た 。Pmirabilis

においては,本 剤 がや や 優 れ て い たが,P.vulgariisで

はPIPC,SBPC,TA-058の 順 で あ った 。Sgna70esems

ではSBPCと 同等 で あ り,Paergino3aに つ い て は

PIPCに つ いでSBPCよ りや や 劣 る成績 で あ っ た。 全

般的にグラ ム陰 性桿 菌 に対 して100μg/ml以 上 の 耐 性

菌が多 い。

腎孟腎 炎2例,無 症候性組菌尿1例,子 宮付属器炎1

例の計4例 について臨床的検討 を行い,有 効2例,無 効

2例 の成績 を得た。

今回の臨床検討は症例が少数例であ り簡単に結 論づけ

られ ないが,抗 菌力においてはSBPC,ABPCと 比較的

類似 してお り,ま た,安 全性 も 高い といわれているの

で,将 来,投 与量の増量での検討 も必 要と考える。
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TA-058, a new semisynthetic penicillin derivative, was evaluated to obtain the following results.
1) The in vitro activities of TA-058 against various strains of clinical isolates were compared with

those of piperacillin, sulbenicillin and ampicillin. TA-058 showed relatively same activities as

sulbenicillin against S. aureus, K. pneumoniae and S. marcescens. Against E. coli, TA-058 was
stronger than sulbenicillin. It was the most active against P. mirabilis, whereas less active

against P. vulgaris.

2) TA-058 was administered to 4 cases of various types of infections, and clinical response was

good 2 cases and poor 2 cases. No serious side effect of adverse reaction was observed.


